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基準地価格とは

平成24年度　基準地価格の概要
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　平成23年7月以降の1年間の地価は、全国的に依然として下落を示しましたが、下落率は縮小し、上昇・横ばいの

地点も増加しました。 地価公示（1月1日時点の調査）との共通地点で半年毎の地価動向をみると、東日本大震災の

あった23年1月～6月に拡大した下落率は、23年7月～12月以降縮小しており、24年1月～6月は下落率が更に縮小

しました。 不動産市場は回復傾向を示していますが、円高、欧州債務危機等の先行き不透明感による地価への影

響も見られます。
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【商業地】

　前年より下落率が縮小しましたが、オフィス系は高い空室率・賃料下落、店舗系は商況の不振から、商業地への

需要は弱いものとなりました。その中にあって、主要都市の中心部において、賃料調整（値下げ）が進んだこともあっ

て、BCP（事業継続計画）やコスト削減等の目的で耐震性に優れる新築・大規模オフィスへ業務機能を集約させる動

きが見られ、これら地点の年後半の地価は下げ止まっています。また、三大都市圏と一部の地方圏においては、J-

REITによる積極的な不動産取得が見られました。その他、堅調な住宅需要を背景に商業地をマンション用地として

利用する動きが全国的に見られました。

他の圏域を上回る下落率縮小

下落率縮小

2011/7～12

東京圏
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【住宅地】

　低金利や住宅ローン減税等の施策による住宅需要の下支えもあって下落率は縮小しました。人口の増加した地

域で下落率の小さい傾向が見られ、また、住環境良好あるいは交通利便性の高い地点で地価の上昇が見られまし

た。

2012/1～6

横ばい

平成23年 平成24年 平成23年 平成24年

　国土利用計画法施行令第９条にもとづき、都道府県知事が毎年７月１日における標準価格を判定するものです。

土地取引規制に際しての価格審査や地方公共団体等による買収価格の算定の規準となることにより、適正な地価

の形成を図ることを目的としています。

全国



地価の推移

変動率の推移

　1991年のバブル崩壊以降、地価は10年以上にわたり下落を続けていましたが、2000年代後半に好転し始め、

2008年には住宅地前年度比＋4.3%　商業地対前年度比＋10.4%の上昇を見せました。しかし、2008年をピーク

に景気は後退、同年9月にはリーマンショックを引き金とした世界的な金融危機により地価は再び下落し、それ

以降も地価の下落は継続していますが、下落率は縮小傾向にあります。（図表-2）

　1991年のバブル崩壊後、10年以上にわたり地価は下落し続けましたが、2000年代後半、経済環境の好転とと

もに地価は上昇に向かいました。その後、2008年9月のリーマンショックを引き金とした世界的な金融危機が起

こり地価は再び下落しました。現在も地価は緩やかな下落を続けています。（図表-1）
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図表-2　三大都市圏の地価変動率の推移（対前年同月比）

資料：地価公示「公示価格年別変動率」を基に作成。
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図表-1　三大都市圏の地価推移
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資料：地価公示「公示価格年別変動率」を基に作成。
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変動率ランキング

【上昇ポイント（全国）】

商業地 住宅地

基準地番号 所　　　　　在 変動率(%) 基準地番号 所　　　　　在 変動率(%)

1 石巻5-1 石巻市穀町１７８番２ 11.8 1 陸前高田-2 陸前高田市米崎町字松峰５９番７ 14.6

2 墨田5-14 墨田区業平一丁目６番６ 9.8 2 古宮-10 宮古市田老字向新田１０９番２内 14.5

3 石巻5-3 石巻市旭町４６番３ 9.5 3 石巻-13 石巻市あけぼの３丁目８番５ 13.9

4 足立5-5 足立区千住旭町４５番２ 8.6 4 東松島-1 東松島市矢本字上河戸１６５番１０ 12.3

5 東松島5-1 東松島市矢本字上新沼１番２ 8.4 5 石巻-3 石巻市駅前北通り３丁目５０番２ 12.2

6 中原5-3 川崎市中原区新丸子東２丁目９０７番１４ 7.3 6 七ヶ浜-2 宮城郡七ケ浜町松ケ浜字謡３８番４ 11.9

7 福岡博多5-1 福岡市博多区博多駅東１丁目２４５番ほか５筆 5.6 7 石巻-15 石巻市大森字的場１２番５外 11.7

8 青葉5-5 仙台市青葉区国分町３丁目１１番９外 5.4 8 石巻-4 石巻市開北２丁目１５番２ 10.9

9 金沢5-11 金沢市香林坊２丁目６３番１ 5.4 9 石巻-19 石巻市鹿又字用水向１１８番１７ 10.6

10 福岡早良5-4 福岡市早良区城西１丁目６９番 5.4 10 利府-3 宮城郡利府町青葉台２丁目１番２３８ 9.7

【下落ポイント（全国）】

商業地 住宅地

基準地番号 所　　　　　在 変動率(%) 基準地番号 所　　　　　在 変動率(%)

1 留萌5-1 留萌市栄町２丁目１３０番 ▲ 15.7 1 ひたちなか-20 ひたちなか市海門町２丁目６０７５番３２ ▲ 12.8

2 紋別5-1 紋別市幸町４丁目８番 ▲ 15.4 2 那智勝浦-2 東牟婁郡那智勝浦町大字川関字在ノ内３８６番 ▲ 12.7

3 鹿角5-1 鹿角市花輪字下中島１４１番 ▲ 13.5 3 高知-24 高知市葛島４丁目６１４番１外 ▲ 11.8

4 羽幌５－１ 苫前郡羽幌町南大通２丁目１５番１ ▲ 13.2 4 宿毛-3 宿毛市小筑紫町小筑紫字北ヲリツキ１０４番１８ ▲ 11.7

5 芦別5-1 芦別市北１条西１丁目９番１１ ▲ 12.7 5 中土佐-2 高岡郡中土佐町上ノ加江字川久保５６１番６ ▲ 11.7

6 当別5-1 石狩郡当別町弥生５２番２６ ▲ 12.6 6 多治見-4 多治見市平和町４丁目２２番 ▲ 11.6

7 花巻5-2 花巻市大通り１丁目３３０番４ ▲ 12.4 7 倉吉-8 倉吉市北野字下河原４４番１７ ▲ 11.4

8 佐伯5-5 佐伯市蒲江大字蒲江浦字向浜３２７８番４ ▲ 11.9 8 高知-19 高知市大津字大石ケ本乙３８９番１９ ▲ 11.3

9 高知5-1 高知市和泉町３２４番 ▲ 11.8 9 宿毛-1 宿毛市片島７３０番 ▲ 11.3

10 高知5-21 高知市大津字西溝無乙１０２４番３ ▲ 11.8 10 湯浅-3 有田郡湯浅町大字湯浅字新屋敷２８８２番 ▲ 11.1

【上昇ポイント（東京圏）】

商業地 住宅地

基準地番号 所　　　　　在 変動率(%) 基準地番号 所　　　　　在 変動率(%)

1 墨田5-14 墨田区業平一丁目６番６ 9.8 1 藤沢-9 藤沢市羽鳥１丁目１２９番３１ 7.5

2 足立5-5 足立区千住旭町４５番２ 8.6 2 茅ヶ崎-1 茅ケ崎市菱沼３丁目１５５番４ 6.5

3 中原5-3 川崎市中原区新丸子東２丁目９０７番１４ 7.3 3 藤沢-24 藤沢市羽鳥５丁目９０１番１５９ 6.2

4 台東5-1 台東区浅草一丁目３３番５ 4.6 4 中原-7 川崎市中原区小杉御殿町２丁目１４４番１ 4.2

5 足立5-4 足立区千住三丁目７０番２ 3.9 5 浦安-10 浦安市北栄３丁目９９６番２ 3.6

6 新宿5-11 新宿区百人町一丁目１９３番５ 3.8 6 市川-14 市川市福栄１丁目１５番６外 3.3

7 葛飾5-5 葛飾区東金町一丁目２１３６番４３ 3.7 7 市川-9 市川市末広2丁目11番7 3.3

8 高津5-2 川崎市高津区溝口３丁目１２１２番７ 3.2 8 高津-10 川崎市高津区下作延２丁目３４０番４ 3.2

9 戸塚5-3 横浜市戸塚区戸塚町字二丁目４１００番２外 3.0 9 中原-6 川崎市中原区上小田中１丁目２１１番４ 3.2

10 西5-5 横浜市西区南幸１丁目１２番４ 3.0 10 高津-12 川崎市高津区溝口３丁目５９６番５ 3.2

【下落ポイント（東京圏）】

商業地 住宅地

基準地番号 所　　　　　在 変動率(%) 基準地番号 所　　　　　在 変動率(%)

1 取手5-1 取手市取手１丁目乙１５６８番３ ▲ 8.7 1 利根-2 北相馬郡利根町大字布川字栄２５３番３１５ ▲ 8.0

2 中央5-13 千葉市中央区富士見２丁目７番３ ▲ 7.3 2 利根-3 北相馬郡利根町大字羽根野字羽根野台８００番５４ ▲ 7.6

3 野田5-2 野田市山崎字北中地１９０９番１外 ▲ 5.9 3 利根-1 北相馬郡利根町大字布川字台１５９７番１ ▲ 7.3

4 取手5-2 取手市新町２丁目甲５３７番５ ▲ 5.7 4 龍ヶ崎-2 龍ケ崎市字寺後４１７７番１４ ▲ 6.8

5 東坂5-2 坂東市辺田字原１１４３番２外 ▲ 5.5 5 龍ヶ崎-5 龍ケ崎市愛戸町２６番 ▲ 6.7

6 東坂5-1 坂東市岩井字大山４２７６番１０ ▲ 5.5 6 取手-11 取手市駒場２丁目３４９７番４ ▲ 6.6

7 加須5-1 加須市大門町５３６番３外 ▲ 5.4 7 取手-2 取手市白山５丁目１９６３番３１ ▲ 6.3

8 中央5-14 千葉市中央区長洲１丁目５９番１０外 ▲ 5.3 8 取手－13 取手市谷中字元畑４１７番１０７ ▲ 6.1

9 龍ヶ崎5-1 龍ケ崎市小通幸谷町字歩行道添４６５番１９外 ▲ 5.0 9 加須-8 加須市柳生字中通２１５１番３ ▲ 6.1

10 中央5-11 千葉市中央区中央２丁目３番３２外 ▲ 5.0 10 柏-36 柏市高柳新田字中峠１７番２９外 ▲ 6.1

　全国及び東京圏における基準地価格の上昇ポイント及び下落ポイントの変動率ランキングは以下の通りです。

東京スカイツリーの開業やこれに伴う周辺商業地での繁華性の向上（墨田5-14）。東京電機大学千住キャンパ

スの移転による周辺商業地の繁華性の向上（足立5-5）。武蔵小杉駅周辺の市街地再開発事業による利便性の

向上（中原5-3）等が目立ちました。


